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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 本論文は、鋼構造およびコンクリート充填鋼管（CFT）構造における柱梁接合部の設計法の合理化

を目指して、通しダイアフラムをはじめとする従来の柱梁接合構法に比較して施工品質や構造性能

面で信頼性の高い外ダイアフラム形式柱梁接合部を対象として、段違いパネルの力学的挙動を解析

的・実験的に解明し、従来は確立されていなかった設計式を、鋼構造では柱軸力の影響を考慮でき

る耐力式として、CFT 構造では鋼管によるコンクリートへの拘束作用の効果を考慮できる耐力式と

して構築し、段違いパネルの設計をより合理的に行える手法を新たに提案したもので、建築構造学

に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める。 


